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長周期地震動評価に使用した震源モデルおよび深部地盤構造モデル 

 

１．震源モデル 

図 1 に計算に使用した安政東海地震モデルの震源域を、図 2 に宝永地震モデルの震源域を示す。

図 1 および図 2 にあるとおり、それぞれ既往の検討例えば、1)における 4 連動 6 セグメントモデルに倣

ってセグメント分けを実施し、安政東海地震モデルでは全体を 3 セグメントに、宝永地震モデルで

は全体を 6 セグメントに分割している。表 1 および表 2 に示される各セグメントの Mwiおよび地震

モーメントM0iは、「レシピ」2)に従って全体の地震モーメントM0から各セグメントの面積に応じて

(1)式により分配したものである。また、東北地方太平洋沖地震のシミュレーション結果に基づきMwi

の頭打ちを導入しており、表 2 中にはカッコ書きで頭打ちした場合の値（今回の長周期地震動評価

に使用した値）を示している。 
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ここに Siは i番目のセグメントの面積である。セグメントを構成する小断層の面積等については内閣

府 3)の震源モデルの情報を用いている。 

また、破壊開始点の設定について、第 1 破壊開始点については内閣府の設定を用いているが、そ

の他のセグメントの破壊開始点については既往の検討例えば、1)における 4 連動 6 セグメントモデルに

倣って位置を設定している。 

 

２．深部地盤構造モデル 

別紙 2 にあるとおり、3 大都市圏については深部地盤構造モデルに基づく Tz[s]を活用してサイト特

性を評価している。今回の 3 大都市圏における長周期地震動評価にあたっては、内閣府 4)の深部地盤

構造モデルに基づき評価を実施した。内閣府の深部地盤構造モデルに基づく Tz[s]を用いて得られた回

帰係数は建築研究所の web サイト(http://smo.kenken.go.jp/long/)よりダウンロードすることができる。

Tz[s]を用いる場合の計算方法や適用条件については、建築研究資料 1)のほか建築研究所の web サイト

(前掲)に記述されているので適宜参照されたい。 
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図 1 安政東海地震モデルの震源域(○) 

図中の★は第 1 破壊開始点、☆は各セグメントの破壊開始点を表す。 

 

 

 

表 1 安政東海地震モデルの地震モーメントおよびモーメントマグニチュード 
 

M 0[Nm] Mw

西断層 3.44E+21 8.3

東断層 4.01E+21 8.3

1.57E+21 8.1

9.02E+21 8.6

駿河湾域

全体

東海域

 

 

 

 

 

東海域西断層 
Mw8.3 

東海域東断層 
Mw8.3 

駿河湾域 
Mw8.1 
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図 2 宝永地震モデルの震源域(○) 

図中の★は第 1 破壊開始点、☆は各セグメントの破壊開始点を表す。 

 

 

 

表 2 宝永地震モデルの地震モーメントおよびモーメントマグニチュード 
 

M 0[Nm] Mw

1.16E+21 8.0

西断層 1.14E+22(5.0E+21) 8.6(8.4)

東断層 5.38E+21(5.0E+21) 8.4

西断層 3.20E+21 8.3

東断層 3.79E+21 8.3

5.17E+20 7.7

2.54E+22(1.87E+22) 8.9(8.8)

日向灘域

駿河湾域

全体

南海域

東海域

 

東海域西断層 
Mw8.3 

東海域東断層 
Mw8.3 

駿河湾域 
Mw7.7 

南海域東断層 
Mw8.4 

南海域西断層 
Mw8.4 

日向灘域 
Mw8.0 


